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　いつも横田高校を応援していただきありがとうございます。生徒会誌『碧窓』
2020第53号が完成しました。校内外の多くの方々に協力していただき、横田高校
にとどまらず、奥出雲町のさらなる魅力化につながる内容となりました。
　今回は、これを奥出雲町民の皆様にぜひ見ていただきたいと思い、内容を抜粋し
た学校紹介用『碧窓』を作成しました。仁多中学校・横田中学校、奥出雲町役場（仁多庁舎・横田庁舎）、町
内各コミュニティセンターなど町内各所に配架させていただけることになりました。また、高校説明会をさ
せていただく町外の中学校への配付も考えています。
　横田高校が、地域に支えられながら、活発で魅力あふれる学校になっていることや地域への貢献を目指し
ていることなどを、どんどん発信していきたいと思いますので、ぜひ多くの方々に『碧窓』を手にとってみ
ていただければ幸いです。
　新年度から、横田高校生徒会は新メンバーでスタートします。今後とも、横田高校への応援をよろしくお
願いします。

　自動車税種別割は、今年度からPayPayなどのスマホアプリでも納付できるようになりました。今年度の納
期限は5月31日（月）です。納期限までに納付していただきますようお願いします。納税通知書が届かない場
合は下記問い合わせ先へお問い合わせください。
●納税通知書発送日　5月6日（木）　　　●納期限　5月31日（月）
●納付方法　
・スマホアプリ（PayPay、LINE Pay、モバイルレジ）　・インターネットを利用したクレジットカード納付
・ペイジー納付（インターネットバンキング、ATM）　・コンビニエンスストア　・金融機関
・県民センター窓口　など
●納期限までの納税が難しい方へ
一定の条件に該当すれば、申請によって納税の猶予を受けられる場合があります。詳しくは島根県のホー
ムページをご覧下さい。

お問い合わせ　島根県東部県民センター収納管理課　電話：0852-32-5629

【お問い合わせ】　雲南警察署　生活安全刑事課　生活安全係　電話：0854-45-0110

地域の絆で子ども達を守りましょう地域の絆で子ども達を守りましょう

　3月31日付けで3人の隊員が任期を終了しました。在任期間中は、
本町の課題解決に向けた活動に積極的に取り組んでいただきました。

地域おこし協力隊員の退任地域おこし協力隊員の退任
　4月1日から新たに2人の隊員がそれぞれの
分野で業務を行います。

新・地域おこし協力隊の紹介新・地域おこし協力隊の紹介

自動車税種別割の納期内納付について自動車税種別割の納期内納付について▶▶▶▶▶ ▶▶▶▶▶

通学路における見守り活動に
ご協力ください

「子ども110番の家」
の登録にご協力ください。
子どもが助けを求めてきたとき
　・保護
　・警察等へ連絡
していただく地域ボランティア
活動です。

「ながら見守り」にご協力ください。
　・散歩しながら
　・仕事をしながら
　・庭の手入れをしながら
いろいろな活動をしながら子どもたち
の見守りをお願いします。

古山　直樹　隊員
刀匠

今後も奥出雲町に定住し、作刀
を続けます。作刀を通じて町の
魅力を発信していきたいです。

土江　由起夫　隊員
奥出雲ファンドレイザー
（ふるさと納税企画運営）

奥出雲町に定住するので、今後
も地域の活性化に関わっていき
たいです。

宮川　直暉　隊員
（横田高校魅力化コーディネーター）
福井県出身。県外から来た
人間の視点で新しい風を吹
かせたいです。

信太　直人　隊員
（雲州そろばん珠削り職人）
北海道出身。伝統工芸であ
るそろばんの維持・発展に
力を尽くしたいです。

信 す
たいです。

磯田　菜保子　隊員　　移住定住コーディネーター
定住サイト「DEEP TOWN 奥出雲」に掲載する記事のため、町内
の方に取材しました。取材で得たご縁を今後も大切にしたいです。

＜当事者会サークル雲南からのコメント＞
　当事者会サークル雲南は、精神障がい等の当事
者の孤立を解消し、仲間の輪を広げ、活動を通し
た社会参加と地域生活の充実を図る目的から、行
事、スポーツ、レクリエーションなど様々な活動
をしています。また、公共施設の清掃ボランティ
ア活動を行いながら地域交流や障がい理解の機会
にしています。
　今年度は、島根リハビリテーション学院に隣接するスポーツセンターの窓拭きボランティアを島根リハビ
リテーション学院のボランティア学生さんと一緒にしました。

＜島根リハビリテーション学院からのコメント＞
　スポーツセンターは、様々な方が利用しておられ、本学生も日頃からサー
クル活動などで活用しています。サークル雲南から窓拭きボランティアを実
施したいと依頼を受け、本学院のボランティアサークルの学生も参加し、協
働で窓拭きボランティアを実施しました。学生から参加希望が多くありまし
たが、感染症拡大予防のため先着2名のみの参加となりました。学生にとっ
ては学校の授業だけではなく、地域の方と触れ合う貴重な機会となりました。

学校法人 仁多学園
島根リハビリテーション学院

一緒に清掃活動する中で自然に会話が
できるようになりました。（サークル雲
南＆島根リハビリテーション学院学生）

　島根リハビリテーション学院のボランティアサークルの学生が、当事者会サークル雲南と協働してスポー
ツセンターの窓拭きボランティアを3月6日に実施しました。

学生さんと一緒に清掃活動をすることで、とて
も楽しかったです。是非これからも交流していき
たいと思いました。（サークル雲南）

初めは緊張してなかなかお話ができませんでしたが、徐々に慣れていろいろなお話
をすることができ、楽しく活動をすることができました。また、いつも使っているス
ポーツセンターをサークル雲南のみなさんと一緒に清掃活動することで、新鮮で
清々しい気持ちになりました。（島根リハビリテーション学院学生）
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島根リハビリテーション学院
作業療法学科2年

松原 ほのか　　林 綾音

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

生徒会誌『碧窓』が完成しました！

子ども110番の家

青色防犯パトロール

見守りに役立つ情報
を配信しています。
みこぴー安全メールを
登録しましょう。


